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（代）

来
年
度
開
設
さ
れ
る

「
外
国
語
学
科
」
を
記

念
し
て
、「
多
文
化
共
生

社
会
に
生
き
る
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
回
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
回
は
9
月
22
日

午
後
一
時
よ
り
、
講
演

者
に
元
東
京
大
学
教
授
、
池
内
紀
氏
を
招
き
、
姫

路
文
学
館
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。「
言
葉
の
お
も

し
ろ
さ
と
難
し
さ
ー
多
文
化
共
生
社
会
の
知
恵
」

と
題
し
た
池
内
氏
の
講
演
で
は
、「
言
葉
は
交
流
の

壁
で
は
な
く
、
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
る
」と
い
う
趣
旨

の
内
容
が
、
具
体
的
な
体
験
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

情
報
は
必
ず
提
供
す
る
人
が
い
る
か
ら
存
在
し
て

お
り
、
情
報
提
供
者
は
自
分
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

情
報
は
流
さ
な
い
。
だ
か
ら
母
国
語
以
外
に
言
語

を
知
っ
て
い
た
ら
、
複
数
の
発
信
源
か
ら
、
よ
り
正

確
に
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
外
国
語

の
教
養
は
必
要
だ
、
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
こ
れ
か
ら
の
外

国
語
教
育
」を
テ
ー
マ
に
、
獨
協
大
学（
埼
玉
県
草

加
市
）の
、
本
年
度
開
設
さ
れ
た
国
際
教
養
学
部
の

学
部
長
松
丸
壽
雄
、
本
学
外
国
語
学
部
の
辻
和
成
、

山
崎
み
ど
り
、
北
川
秋
雄
の
各
先
生
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
、
外
国
語
学
部
長
岡
田
勝
明
先
生
の
司
会
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
も
た
れ
ま
し
た
。
多
言
語
化
す

る
現
代
社
会
の
諸
問
題
と
、
そ
う
い
う
時
代
に
お

け
る
外
国
語
学
部
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。

第
二
回
は
10
月
20
日
午
後
三
時
よ
り
、
志
湧
祭

で
に
ぎ
わ
う
大
学
構
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
者
に
は
、
元
大
阪
大
学
教
授
の
大
橋
良
介
氏
が

招
か
れ
、「
多
文
化
共
生
社
会
に
生
き
る
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
多
文
化
共
生

社
会
の
出
現
と
い
っ
て
も
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
と
日
本
と

の
、
文
化
的
歴
史
的
状
況
の
相
違
に
つ
い
て
指
摘
が

あ
り
、「
内
な
る
外
国
、
外
な
る
日
本
」と
い
う
日
本

の
現
状
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
開
催
さ

れ
た
、「
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て

は
、
英
語
学
習
の
経
験
、
留
学
生
と
の
交
流
、
外
国

で
の
日
本
語
教
育
、
本
大
学
で
の
語
学
文
化
教
育
、

薬
草
採
取
の
機
会
に
起
こ
っ
た
出
来
事
等
、
具
体

的
な
事
例
に
基
づ
い
て
、
愉
快
で
あ
り
な
が
ら
問

題
の
本
質
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
話
題
に
富
ん
だ

内
容
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
大
橋
先

生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
本
学
薬
学
部
本
多
義

昭
、
本
学
外
国
語
学
部
、
渡
邉
志
津
子
、
竹
村
は
る

み
、の
各
先
生
、
本
学
学
部
卒
業
生
で
、
現
大
学
院

言
語
教
育
研
究
科
生
の
小
野
崎
亮
、
慶
応
義
塾
大

学
大
学
院
生
の
幸
崎
雪
玲
、の
各
氏
で
し
た
。
司

会
は
前
回
同
様
岡
田
勝
明
先
生
で
し
た
。

楽
し
い
中
に
も
真
剣
な
討
議
を
通
じ
て
、
姫
路

獨
協
大
学
の
、
こ
れ
か
ら
の
外
国
語
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
示
唆
が
得
ら
れ
る
、
有
益
な
機
会
で
あ

っ
た
と
の
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
学
問
の
普
遍

性
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら

も
、
大
学
は
時
代
の
要
請
に

こ
た
え
て
、
そ
の
教
育
内
容

も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
試
み
を
多
く
積
み

重
ね
、
全
学
を
巻
き
込
ん
だ

改
革
を
形
成
し
て
行
っ
て
く

れ
る
事
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

2007年度関西学生サッカー秋季リーグを終えて
2007年9月9日より始まった関西学生サッカー秋季リーグは11月24日に2部Aブロック優勝・1部昇格という当初の目標を達成し終
えることとなりました。
2008年度からは通年制を採用、参加チームは10チームから12チーム

へ増設が決定。そのため秋季リーグにおいては新たなレギュレーションと
なり2部A・B両ブロックの優勝チームは自動昇格、各ブロック2・3位チー
ムが1部下位との入替戦に進出という絶好のチャンスを与えられたのです。
第6節終了時点で勝ち点18点で我々が首位、続く大阪商業大学が15点で
2位につけ、迎えた第7節は首位攻防戦となる大阪商業大学戦。大阪商業大
学は敗れると1部昇格が遠のくとあって開始からプレッシャーをかけてきま
した。我々も相手攻撃に耐えながらチャンスを伺い、両者決め手なく一進一退の攻防が続きます。0-0で終了かと思われた終了10分前
ロングボールからゴール前の混戦に持ち込まれ失点。終了間際も立て続けに点を奪われ0-2の秋季初の黒星となりました。
1部昇格に王手をかける意味で大切な戦いとなる第8節の大阪経済法科大学戦。開始2分での先制点(4回生山岡)と同点にされた後の

前半44分のゴール（4回生岩田）は、2トップを張ってきた4回生2人の意地を見た素晴らしいゴールでした。後半に入っても同じく4回
生門がディフェンダーながらコーナーキックから3点目を押し込み勝負を決め、1部昇格が目前となりました。
最終節は大阪教育大学戦。大阪教育大学は勝っても優勝の可能性は無いものの、1部との入替戦進出をかけての試合となりモチベーシ
ョンは高。我々は勝てばもちろん無条件で優勝が決まるのですが、3時間前に開始された大阪商業大学の結果によっては大阪教育大学と
の試合を引き分け、またはある点差での負けであってもリーグ優勝と1部昇格が決まるという絶対的な好条件が揃っていました。つまり
戦う前に1部昇格“当確”ランプが点滅…という状況でした。しかしながら我々はリーグの有終の美を飾ると同時に、追い求めてきたサッ
カーの質向上を成し遂げるために他チームの結果に左右されず、しっかり戦うことが必要でした。ところがドラマが起こっていたのです。
大阪商業大学が伏兵・大阪市立大学に1-2と敗れ、最終戦を戦う前に優勝と1部昇格が決まってしまったのです。何とも複雑な状況の中
での戦いとなった一戦は、結局モチベーションの差が出たのか1-3で敗れてしまい少々不満の残る形でのフィニッシュとなりました。
1987年の開学とともに創部されたサッカー部は創立・創部20周年の節目に関西学生サッカー1部への昇格を果たしたことになりま

す。私が監督に就任して6年目、本格的な強化をしてから5年目の1部昇格という結果は当初の計画でいえば2年遅れであり、手放しで喜
べない感はあります。しかし姫路獨協大学の名が大きく飛躍し、学生が大きく羽ばたく姿を見ると、まずは一つ目の目標を達成したとい
う喜びを感じさせてくれるには十分です。今後は関西学生サッカー1部リーグの舞台で姫路獨協大学の名を汚すことなく、同時に我が大
学の学生が胸を張って“姫路獨協大学”を連呼できるよう活躍したいと思います。

さらに次なる目標へむけて
私たちは関西秋季リーグ戦で勝利し、1週間後の近畿大学との入れ替え戦でも勝利す

ることができ、念願の1部に昇格することがで
きました。
私たち男子ソフトテニス部は、2部リーグで
は何度かリーグ戦を戦ってきましたが、なかな
かリーグ内で優勝することができませんでし
た。1つのリーグ内には6つの大学がいるので、
全部で5つ勝たないとならないとなると、かな
り集中力を保ち続けなければなりませんでし
た。さらに私たちソフトテニス部は現在、1回生から4回生までで40人ほどいますが、
ソフトテニスの団体戦では1校との勝負に9人しか出られないので、残りの30人以上は
応援という形になります。会場の熱気の中、2日間応援し続けることも精神的に苦しい
もので、『連戦』を勝ち抜かなければならない、というのが私たちの最大の課題でした。
今回のリーグ戦では、1度大阪体育大学に負けはしたものの、次の勝負では気持ちを

切り替えて挑めたので、結果的には4勝1敗で関西外国語大学と同率でしたが、私たちが
関西外国語大学との試合には勝利していたということで、リーグ優勝を果たすことがで
きました。1部昇格をかけた入れ替え戦は初出場でしたが、選手も応援も一丸となって
挑めたので、近畿大学に勝ち、1部への昇格が決定しました。
今回の大会で勝つことができたのはやはり、本番までの練習ではみんなで練習を盛り
上げ、今まで以上に気合いを入れて練習し、本番では選手は最後まで諦めずボールを追
い、応援は最初から最後まで選手が頑張れるように応援し、全員が1つになって挑めた
からだと思います。けれどこの“1部昇格”は、あくまで1つの目標が達成されたに過ぎ
ません。私たちの最大の目標は1部でのリーグ戦で優勝すること。そして、全国大会で
優勝することです。それを成し遂げるためには、もっと自分たちに厳しい練習をし、精
神的にも技術的にも体力的にも向上していく必要があります。今、私たちはようやくス
タート地点に立てたところです。これからも全員でゴール目指して突き進んでいきます。

駅前サテライト
オープン記念公開講座
「播磨の群像」

10月2日、姫路駅前に本学の「駅
前サテライト」教室がオープンし、
10月中の土曜日に、記念公開講座
が行われました。4回のシリーズ
で、テーマは「播磨の群像」として、
播磨にゆかりの深い人々がとりあ
げられ、各回とも盛況でした。

まずトップを切って、10月6日に大塚学長が自由民権運動家の
肥塚龍について講義し、2回目は、岡田外国語学部長が哲学者
和辻哲郎、とさまざまなキャストによる興味深い内容でした。
4回分の題目と講師は以下のとおりで、江戸時代の俳人や戦後
の宮本百合子の作品まで、バラエテイに富んだ内容になりました。

＜内容及び講師名＞
第1回　10/6
「播磨の自由民権運動家・肥塚 龍」

姫路獨協大学学長 大塚健洋
第2回　10/13
「和辻哲郎『人間の学としての倫理学』を中心に」

姫路獨協大学外国語学部長 岡田勝明
第3回　10/20
「中興の俳人・栗の本青蘿」

姫路獨協大学外国語学部教授渡邉志津子
第4回　10/27
「戦後出発と『播州平野』」

姫路獨協大学外国語学部教授北川秋雄

言
語
ご
と
に
分
か
れ
て
い

た
学
科
の
壁
を
取
り
除
き
、

外
国
語
学
科
1
学
科
に
統
合

し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
に

外
国
語
専
攻
と
日
本
語
専
攻

を
設
け
ま
す
。

世
界
の
多
様
な
人
々
が
暮

ら
す
多
文
化
共
生
社
会
の
到

来
と
国
際
社
会
へ
の
進
出
を

視
野
に
入
れ
、
外
国
語
専
攻

で
は
英
語
を
専
修
語
に
採

用
。
日
本
語
専
攻
で
は
日
本

語
教
育
と
並
行
し
て
英
語
を

学
習
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

両
専
攻
と
も
兼
修
語
と
し
て

ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
か
ら
選
択
し

て
履
修
で
き
ま
す
。
各
自
の

関
心
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
言
語

の
組
み
合
わ
せ
や
単
位
数
を

調
節
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
度
、
4
月
に
外
国
語

学
科
が
開
設
さ
れ
る
の
を
記

念
し
て
、
2
回
の
講
演
会
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。

～ 英語、ドイツ語、スペイン語、日本語、中国語、韓国語　
6つの言語圏に向けて開かれる1つの大きな扉へ ～

多
文
化
共
生
社
会
を

見
据
え
た

「
1
学
科
2
専
攻
体
制
」

と
い
う
新
た
な
学
習

環
境
を
実
現

2008年春「外国語学科」誕生へ2008年春「外国語学科」誕生へ

「
新
外
国
語
学
科
・
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

多
文
化
共
生
社
会
に
生
き
る
」
開
催
さ
れ
る

「
新
外
国
語
学
科
・
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

多
文
化
共
生
社
会
に
生
き
る
」
開
催
さ
れ
る

姫路に住んでいても、案外、地元のことは知らないものです。
大塚学長は、「播磨にこんな立派な人物がいた、ということを、ぜ
ひ地元の方に知っていただきたい」と大変な意気込みで、肥塚龍
をとりあげました。すると、肥塚の地元の小学校から、ビデオ取
材に来られました。
その他の講座も、和辻哲郎は有名な哲学者ですが、彼の考え
や学問まではなかなか勉強できないものです。俳句は、芭蕉や
蕪村は知られていても、姫路藩士の青蘿の名は、地元でさえ有
名ではありません。また、宮本百合子の『播州平野』に出てくる
播磨の人々の詳細、というのも興味深いものです。こうした多彩
な「播磨の群像」が、講義されました。
駅前サテライトは、主として大学院の授業に使用されることに

なっています。また、今後こうした公開講座にも活用することに
なっており、地元の方々とのつながりを深めていくことでしょう。

蘰蘰蘰サッカー部 蘰蘰蘰1部昇格！！おめでとう！蘰蘰蘰サッカー部 蘰蘰蘰 蘰蘰蘰ソフトテニス部 蘰蘰蘰蘰蘰蘰ソフトテニス部 蘰蘰蘰
サッカー部監督・外国語学部准教授　昌子 力 ソフトテニス部主将　中野 靖長（経・3）

［詳細はHPをご覧ください］



私
が
本
格
的
に
就
職
活
動
を
開
始
し
た
の

は
一
昨
年
の
10
月
頃
で
し
た
。
様
々
な
業
界
の

説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
合
同
説
明
会
も

併
せ
て
1
0
0
社
以
上
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の

理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
社
会
で
ど
う
活

躍
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
発
展
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
か
等
の
情
報
を
収
集
・
理

解
す
る
上
で
便
利
だ
か
ら
で
す
。
私
は
、「
何

故
」と
い
う
疑
問
を
持
つ
こ
と
、
次
に「
こ
の
仕

事
を
や
り
た
い
！
」と
い
う
気
持
ち
に
な
る
か

を
考
え
て
参
加
し
、
そ
の
企
業
の
社
員
に
な
る

つ
も
り
で
話
を
聞
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
何
故
そ
の
企
業
に
興
味
を
持

っ
た
の
か
な
ど
理
由
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
も
書

き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

数
多
く
の
企
業
を
見
て
回
る
内
に
、
私
が
望

む
企
業
像
が
段
々
明
確
な
形
に
な
り
ま
し
た
。

「
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
場
が
多
い
」企
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
中
で
も
イ
オ
ン
株
式
会
社
の「
グ
ロ
ー
バ
ル

10
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
多
く
の
事
業
を
拡

大
し
、
積
極
的
に
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
く

姿
に
非
常
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
企
業

で
売
り
場
の
経
営
や
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
他
社
か
ら
も

内
定
を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、
入
社
す
る
決
心

を
し
ま
し
た
。

私
が
就
職
活
動
を
行
う
上
で
最
も
重
視
し

た
こ
と
は「
行
動
す
る
こ
と
」で
す
。
行
動
す
る

こ
と
で
失
敗
や
後
悔
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
時
に

は
就
職
活
動
を
投
げ
出
し
た
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
失
敗
や
後
悔
が
な
け
れ

ば
成
功（
内
定
）に
も
繋
が
ら
ず
、
自
分
自
身
の

成
長
に
も
繋
が
り
ま
せ
ん
。
真
に
恐
ろ
し
い
の

は
行
動
も
せ
ず
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

も
分
か
ら
ず
、
漠
然
と「
自
分
は
大
丈
夫
」と

思
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
就

職
活
動
を
行
お
う
と
し
て
い
る
学
生
は
何
十
万

人
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
方
々
と

今
後
戦
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

就
職
課
の
方
々
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
面
談
・

模
擬
面
接
や
、
友
達
、
家
族
等
に
相
談
す
る
な

ど
、
決
し
て
諦
め
な
け
れ
ば
貴
方
を
必
要
と
し

て
く
れ
る
企
業
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
辛

く
し
ん
ど
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に

内
定
を
頂
い
た
時
の
嬉
し
さ
は
言
葉
に
な
ら
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
内
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
貴
方
自
身
の
成
長
も
含
め
て
企
業

は
内
定
を
出
し
ま
す
が
、
社
会
人
と
し
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
だ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
内
定

だ
け
で
満
足
せ
ず「
そ
の
企
業
で
ど
の
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア（
夢
）を
描
く
か
」を
考
え
行
動
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
私
の
夢

は
、
店
舗
の
経
営
者
に
な
る
こ
と
で
す
。
少
子

高
齢
化
、
街
づ
く
り
三
法
の
改
正
、
原
油
高
騰

に
よ
り
、
流
通
・
小
売
業
界
に
お
い
て
困
難
な

時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
困
難
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
経
営
者
の
手
腕
が
問
わ
れ
、
新

た
な
事
業
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ま

す
。
私
は
残
り
の
学
生
生
活
の
中
で
、
法
律
や

経
営
関
係
の
講
義
、
簿
記
や
販
売
士
検
定
の
勉

強
を
全
力
で
行
う
つ
も
り
で
す
。
皆
さ
ん
も
自

分
の
将
来
を
賭
け
て
い
け
る
企
業
に
巡
り
あ
え

る
よ
う
、
納
得
す
る
ま
で
就
職
活
動
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
何
度
も
挫
け
そ
う
に
な
る

度
に
お
世
話
に
な
っ
た
就
職
課
の
方
々
や
教

授
、
友
人
や
両
親
に
も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
就
職
活
動
が
あ
な
た
一
人
だ
け
で
な
く
多

く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
行
う
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
忘
れ
な
い
で
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

＜2＞2008年（平成20年）1月第62号
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イ
オ
ン（
株
）
小
売
業

法
律
学
科
4
年

橋
本
拓
也

組
織
的
・
体
系
的
な
就
職
サ
ポ
ー
ト
体
制

就

職

活

動

体

験

記

（
株
）
大
森
廻
漕
店

海
運
業

英
語
学
科
4
年

飯
尾
文
惠

就
職
活
動
中
に
一
番
鍛
え
ら
れ
た
の
は
精
神
面
で
す
。

就
職
活
動
中
は
悩
ん
だ
り
う
ま
く
試
験
に
臨
む
こ
と
が

で
き
ず
泣
い
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
そ
の
お
陰
で
自
分

の
こ
と
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
成

長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
就
職
活
動
は
自
分
が
ど

ん
な
人
間
な
の
か
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
私
は
面
接

に
お
い
て「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
こ
と
を
全
面
的
に
押
し
出
し
、
そ
れ
に
加
え

て
部
活
動
で
あ
る
少
林
寺
拳
法
部
で
の
失
敗
談
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
就
職
課
の

職
員
の
方
に
は
い
つ
も
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
、
自
分
を
表

現
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
就
職
課

は
使
っ
た
も
の
勝
ち
だ
と
思
う
の
で
、
ど
ん
ど
ん
活
用

し
て
自
分
を
高
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
お
か
げ
で

無
事
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
英
語
を
使
用
し
、
な
お
か
つ
通
関
に
関
わ
る
仕

事
に
携
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、
貿
易
業
務
の
仕
事
が
で

き
る
大
森
廻
漕
店
を
選
び
ま
し
た
。
私
は
今
、
ず
っ
と

夢
に
見
て
い
た
通
関
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
と
と
て
も
幸
せ
で
す
。
職
員
の
方
々
、
力
に
な

っ
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
後
は
通
関
の
仕
事
を
通
し
て
人
に「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
仕
事
や
行
動
を
と
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、「
こ
こ
で
働
け
る
な
ん
て
幸
せ
だ
」と
思
え
る
よ
う

な
会
社
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
夢
は
叶
う
も
の
、
思
い
強
け
れ
ば
」

「
今
年
度
の
就
職
戦
線
を
振
り
返
っ
て
」

私
は
ア
イ
フ
ォ
セ
ン
ス
株
式
会
社
と
い
う
企
業
か
ら
内

定
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
様
々
な
業
界
・
職
種
に

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
専

門
性
を
持
ち
つ
つ
様
々
な
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
と
考
え
受
験
し
て
い
た
の
で
す
。
私
は
就
職
活
動

の
中
で
、
大
学
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
挑
戦
し
て
き

た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
大
学
内
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
ゼ
ミ
活
動
な
ど
の
こ
と
で
す
。

私
の
就
職
活
動
は
、
就
職
課
の
方
を
は
じ
め
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
担
当
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
就

職
活
動
関
係
の
企
業
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
先
輩
な
ど
の

協
力
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
就
職
課
で
は
、

履
歴
書
な
ら
自
己
ア
ピ
ー
ル
や
志
望
動
機
に
つ
い
て
の
添

削
、
面
接
な
ら
実
際
の
試
験
会
場
の
よ
う
な
状
況
で
、
入

退
室
や
質
疑
応
答
の
方
法
も
含
め
何
度
も
練
習
に
付
き

合
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
面
接
に
な
る
と
緊
張
し
て
声

が
小
さ
く
な
る
、
焦
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
直
す
こ
と
に
一

番
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
こ
の
企
業
か
ら
も
内
定
を

も
ら
え
ず
落
ち
込
ん
で
い
た
時
も
、
次
に
ど
う
行
動
す
る

か
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
頂
き
、
受
験
す
る
企
業
が
決
ま

れ
ば
、
志
望
動
機
の
添
削
・
面
接
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
内
定
を
も
ら
う
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
就
職
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
自
分
は
こ

う
い
う
仕
事
が
し
た
い
」と
真
剣
に
考
え
て
い
る
な
ら
、
就

職
課
の
方
は
履
歴
書
添
削
や
面
接
練
習
・
相
談
に
と
こ
と

ん
付
き
合
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
き
っ
か
け
は

何
で
も
い
い
の
で
、
就
職
課
の
中
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
質

問
や
不
安
、
相
談
や
活
動
報
告
な
ど
あ
れ
ば
就
職
課
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
一
番
良
い
の
は
、「
顔
と
名
前
を
覚
え
ら

れ
る
く
ら
い
に
行
く
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
フ
ォ
セ
ン
ス（
株
）
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

経
済
情
報
学
科
4
年
　
　

藤
本
泰
臣

私が社労士を目指したきっかけは、何かを自分で始
めたかったということが理由です。何かを集中して勉強
することで自分の世界が広がると思い、大学のキャリア
支援講座の中にも社会保険労務士講座があったので、
その講座を受講しました。
国家試験を受ける対策として、たとえ少しずつでもい

いので毎日継続することが大切だと思います。勉強す
ることに対して目的意識や自分の将来像、楽しみを持
つことで意欲もわいてくると思います。毎日勉強するとス
トレスも溜まると思いますが、自分なりの気分転換を見
つけることが大切だと思いました。大変なことも多かっ
たですが、それだけに得られることも多く、自分としては
挑戦して良かったと思います。世の中や生活に役立つ
知識も得ることができました。自分自身この講座を受講
し、国家試験のために勉強してきたことを通して、少し
成長できたと思っています。社労士試験は勉強する期間
も長いですが、あきらめなければ合格できると思います。

社会保険労務士試験合格体験記
法律学科4年 森光純也

第12回 就職ガイダンス（第1回 学内企業セミナー）
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